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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年11月26日(2009.11.26)

【公開番号】特開2007-164178(P2007-164178A)
【公開日】平成19年6月28日(2007.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2007-024
【出願番号】特願2006-331815(P2006-331815)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｆ   7/033    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/027    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 287/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｆ   7/033   　　　　
   Ｇ０３Ｆ   7/027   ５０２　
   Ｇ０３Ｆ   7/004   ５０１　
   Ｇ０３Ｆ   7/027   ５１１　
   Ｇ０３Ｆ   7/00    ５０２　
   Ｃ０８Ｆ 287/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月9日(2009.10.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エラストマー結合剤と、光開始剤と、エラストマー結合剤に架橋することができる有機
材料に結合されたシリカ粒子を含んだモノマーとを含む光重合性組成物の層を含むことを
特徴とする感光性印刷要素。
【請求項２】
　シリカ粒子の量は、モノマーおよびシリカ粒子の全重量に対して１０から８０重量％の
間であることを特徴とする請求項１に記載の感光性印刷要素。
【請求項３】
　ａ）　エラストマー結合剤と、光開始剤と、エラストマー結合剤に架橋することができ
る有機材料に結合されたシリカ粒子を含むモノマーとを含んだ光重合性組成物の層を含む
、感光性印刷要素を提供するステップと、
　ｂ）　光重合層を化学線で画像通りに露光して、層内に重合部分および未重合部分を形
成するステップと、
　ｃ）　ｂ）の要素を処理して未重合部分を除去し、印刷に適切なレリーフ面を形成する
ステップと
を含むことを特徴とするフレキソ印刷フォームを作製するための方法。
【請求項４】
　処理するステップ（ｃ）は、
　（ａ）　溶媒溶液、水溶液、半水溶液、および水からなる群から選択された少なくとも
１種の洗浄溶液で処理するステップと、
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　（ｂ）　未重合部分を融解し、流動させ、または軟化させるのに十分な温度にまで要素
を加熱し、未重合部分を除去するステップと
　からなる群から選択されることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　請求項３に記載の方法により作製されたことを特徴とするフレキソ印刷フォーム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　さらに、対照プレートと比べた場合、シリカ、官能化またはフュームドシリカを含有す
るプレートは、より少ない通過数で所望のレリーフ深さに到達したが、これは、シリカが
熱処理装置内に存在する赤外線加熱ランプからより多くのエネルギーを吸収するので、通
過ごとにより多くのポリマーが融解し除去されることを示している。
　本発明は、以下の態様を包含する。
[１]　エラストマー結合剤と、光開始剤と、エラストマー結合剤に架橋することができる
有機材料に結合されたシリカ粒子を含んだモノマーとを含む光重合性組成物の層を含むこ
とを特徴とする感光性印刷要素。
[２]　モノマーは、アクリレート、メタクリレート、およびこれらの組合せからなる群か
ら選択されることを特徴とする[１]に記載の感光性印刷要素。
[３]　モノマーは、アルコールおよびポリオールのアクリレートモノエステル；アルコー
ルおよびポリオールのアクリレートポリエステル；アルコールおよびポリオールのメタク
リレートモノエステル；アルコールおよびポリオールのメタクリレートポリエステル；イ
ソシアネートのアクリレートおよびメタクリレート誘導体、エステルのアクリレートおよ
びメタクリレート誘導体、エポキシドのアクリレートおよびメタクリレート誘導体；およ
びこれらの組合せからなる群から選択されることを特徴とする[１]に記載の感光性印刷要
素。
[４]　モノマーは、ヘキサンジオールジアクリレート；ヘキサンジオールジメタクリレー
ト；エチレングリコールジアクリレート；エチレングリコールジメタクリレート；ジエチ
レングリコールジアクリレート；およびトリメチロールプロパントリアクリレートからな
る群から選択されることを特徴とする[１]に記載の感光性印刷要素。
[５]　シリカ粒子は、５から５０ナノメートルの間の直径を有することを特徴とする[１]
に記載の感光性印刷要素。
[６]　シリカ粒子は、５から４０ナノメートルの間の直径を有することを特徴とする[１]
に記載の感光性印刷要素。
[７]　シリカ粒子は、１８から２２ナノメートルの間の直径を有することを特徴とする[
１]に記載の感光性印刷要素。
[８]　シリカ粒子の量は、モノマーおよびシリカ粒子の全重量に対して１０から８０重量
％の間であることを特徴とする[１]に記載の感光性印刷要素。
[９]　シリカ粒子の量は、モノマーおよびシリカ粒子の全重量に対して３０から６０重量
％の間であることを特徴とする[１]に記載の感光性印刷要素。
[１０]　シリカ粒子を含むモノマーの量は、光重合性組成物の全重量に対して１から５０
重量％の間であることを特徴とする[１]に記載の感光性印刷要素。
[１１]　シリカ粒子を含むモノマーの量は、光重合性組成物の全重量に対して３から３０
重量％の間であることを特徴とする[１]に記載の感光性印刷要素。
[１２]　シリカ粒子の量は、光重合性組成物の全重量に対して０．１から３０重量％の間
であることを特徴とする[１]に記載の感光性印刷要素。
[１３]　シリカ粒子の量は、光重合性組成物の全重量に対して５から２０重量％の間であ
ることを特徴とする[１]に記載の感光性印刷要素。
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[１４]　シリカ粒子は、モノマー中に均質に懸濁していることを特徴とする[１]に記載の
感光性印刷要素。
[１５]　シリカ粒子を含むモノマーは、モノマーおよびシリカの全重量に対して、５０重
量％のシリカ粒子を含有するヒドロキシエチルメタクリレート；５０重量％のシリカ粒子
を含有するヘキサンジオールジアクリレート；および５０重量％のシリカ粒子を含有する
トリメチロールプロパントリアクリレートからなる群から選択されることを特徴とする[
１]に記載の感光性印刷要素。
[１６]　光重合性組成物は、少なくとも１種の任意選択のモノマーをさらに含むことを特
徴とする[１]に記載の感光性印刷要素。
[１７]　少なくとも１種の任意選択のモノマーの量は、光重合性組成物の全重量に対して
４から２０重量％の間であることを特徴とする[１６]に記載の感光性印刷要素。
[１８]　エラストマー結合剤は、Ａ－Ｂ－Ａタイプのブロックコポリマーであり、ただし
Ａは非エラストマーブロックを表し、Ｂはエラストマーブロックを表すことを特徴とする
[１]に記載の感光性印刷要素。
[１９]　Ａはビニルポリマーであり、Ｂはポリブタジエンまたはポリイソプレンであるこ
とを特徴とする[１８]に記載の感光性印刷要素。
[２０]　エラストマー結合剤は、ポリ（スチレン／イソプレン／スチレン）ブロックコポ
リマー、ポリ（スチレン／ブタジエン／スチレン）ブロックコポリマー、およびポリ（ス
チレン／イソプレン／スチレン）ブロックコポリマーとポリ（スチレン／ブタジエン／ス
チレン）ブロックコポリマーとの組合せからなる群から選択されることを特徴とする[１]
に記載の感光性印刷要素。
[２１]　光重合性組成物の層に隣接する支持体をさらに含むことを特徴とする[１]に記載
の感光性印刷要素。
[２２]　光重合層上に配置された少なくとも１つの追加の層をさらに含み、少なくとも１
つの追加の層は、剥離層、エラストマー層、バリア層、ワックス層、デジタル記録層から
なる群から選択されることを特徴とする[１]に記載の感光性印刷要素。
[２３]　デジタル記録層は、赤外レーザ放射線に対して感受性があることを特徴とする[
２２]に記載の感光性印刷要素。
[２４]　光重合層上にエラストマー層をさらに含み、エラストマー層は、エラストマー結
合剤と、エラストマー結合剤に架橋することができる有機材料に結合されたシリカ粒子を
含んだモノマーとを含むことを特徴とする[２２]に記載の感光性印刷要素。
[２５]　エラストマー層内のシリカ粒子を含むモノマーは、光重合層内のシリカ粒子を含
むモノマーと同じまたは異なっていることができることを特徴とする[２４]に記載の感光
性印刷要素。
[２６]　光重合性組成物の層は、０．０１５から０．２５０インチ（約０．０３８から０
．６４ｃｍ）の厚さを有することを特徴とする[１]に記載の感光性印刷要素。
[２７]　光重合性組成物の層は、固体であることを特徴とする[１]に記載の感光性印刷要
素。
[２８]　ａ）　エラストマー結合剤と、光開始剤と、エラストマー結合剤に架橋すること
ができる有機材料に結合されたシリカ粒子を含むモノマーとを含んだ光重合性組成物の層
を含む、感光性印刷要素を提供するステップと、
　ｂ）　光重合層を化学線で画像通りに露光して、層内に重合部分および未重合部分を形
成するステップと、
　ｃ）　ｂ）の要素を処理して未重合部分を除去し、印刷に適切なレリーフ面を形成する
ステップと
を含むことを特徴とするフレキソ印刷フォームを作製するための方法。
[２９]　処理するステップ（ｃ）は、
　（ａ）　溶媒溶液、水溶液、半水溶液、および水からなる群から選択された少なくとも
１種の洗浄溶液で処理するステップと、
　（ｂ）　未重合部分を融解し、流動させ、または軟化させるのに十分な温度にまで要素
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を加熱し、未重合部分を除去するステップと
　からなる群から選択されることを特徴とする[２８]に記載の方法。
[３０]　処理するステップは、未重合部分を融解し、流動させ、または軟化させるのに十
分な温度にまで要素を加熱し、要素を現像媒体に接触させることによって未重合部分を除
去するステップを含むことを特徴とする[２８]に記載の方法。
[３１]　加熱ステップは、伝導、対流、放射、およびこれらの組合せからなる群から選択
されることを特徴とする[２９]に記載の方法。
[３２]　[２８]に記載の方法により作製されたことを特徴とするフレキソ印刷フォーム。
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